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ム指示薬である Ca Green-1 (CaG)を基本骨格にすえた。また、タンパク質リガンドとしては、細胞質中に豊
富に存在する FKBP12 の天然物リガンドである FK506 の誘導体、SLF を用い 5、これらを Click 反応によ
って連結した。CaG と SLF をつなぐリンカー部分には PEG ユニットを導入し、リンカー長の異なる３種類の
化合物を合成した （図 1b）。 
 
【結果と考察】  
合成した SLF 連結 CaG のタバコ培養細胞 BY-2 内での局在を蛍光顕微鏡にて観察したところ、興味
深いことにリンカー長によって結果が大きく異なった（図 2）。具体的には 1 は細胞膜透過性を示さず、2
は良好な細胞膜透過性を示したが液胞に局在した。また、3 は細胞質に局在したものの、透過量が低い




























































在性 FKBP12 が少ないことと予想された。このため、mRFP を融合した FKBP12 (hFKBP12-mRFP)を過剰
発現させた BY-2 を調製して実験に供した。その結果、2 は核と細胞質に局在し、過剰発現させた
hFKBP12-mRFP の局在とよい一致を示した。また 2 の局在は、FKBP12 の強力なリガンドである FK506
添加によって再び液胞へと変化したことから、FKBP12 と SLF のタンパク質-リガンド相互作用によって、リ
ガンド連結型小分子カルシウム指示薬の局在が制御できたと結論した。 後に、2 によって染色した
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図 2 CaG-On-SLF の BY-2 野生株中の局在 
ただし、(c)の画像は細胞内局在を見やすくするために画像処理を施している 
(a) CaG-O1-SLF(1) (b) CaG-O3-SLF(2) (c) CaG-O5-SLF(3)
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